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1.はじめに一一ナポリ啓蒙の地域的限定と時期区分一一

11世紀中葉のノルマγ人征服以降南イタリアの地に存続した「ナポリ王国」の領域

は，今日のイタリアの行政区画でいえば，アプルッゾ，モリーゼ，カンバーニア，パ

ジリカータ，プーリア，カラープリアの諸外|のほぼ全域，およびラツィオ州の南部に

相当する。面積約7万5千km2，イタリアの総面積(約30万回2)の4分のlを占める，

1861年の統一以前にあっては半島で最大の国家であった〈尚，面積約2万5千km2の

シチリア島も含めて「両シチリア王国」と呼ばれる場合も多いが rシチリア王国」
は独自の議会を有するなど些か歴史的事情を異にしているので，とりあえずは別個扱

いとする〉。その首都ナポリは中世後期以来ヨーロッパ最大の都市 18世紀末に至っ

ても人口約50万人〈王国の総人口は約500万人〉を数え， ロンドン，バリに次ぐ第3

のメガロポリスとして全西洋的規模の《思想の交流>> (フラ γコ・ヴzント世-!J) 

の一大結節点となった。本稿は， 18世紀にこの地で活躍した啓蒙，思想家たちと彼らの

改革運動に関する基本的な研究文献の紹介を目的としている九

このナポリ啓蒙は後進国における啓蒙〈国家・経済・社会の近代化〉の典型として

同時期に北方で展開されたスコットランド啓蒙と双壁をなすものと言える。しかもそ

れは，挫折した啓蒙である点において後者と著しい対照を示している。その苦渋に満

ちた歩みを辿ることは，普遍的な原理として釜立する「西欧近代」の裾野の広がり

一一諸国民によって構成される重層的な歴史の地勢一ーを知る上で小さからぬ意義を

有するはずである。尚，ナポリ啓蒙と並んでイタリア啓蒙の一方の雄たるミラノ啓蒙

については，堀田誠三氏の一連の論稿([1)~[7))を参照されたい九

さて，後進国の啓蒙を研究する場合，外来文化の受容とそれに対する伝統的社会の

反応の問題が重要なことは言うまでもない。ナポリ啓蒙もまた，西欧近代思想史の共

時的展開と南イタリア史の通時的展開の複合的視点から把撞されねばならない。そこ

* おくだ たかし一橋大学社会科学古典資料セγター
1) 尚，筆者は後出の別稿(102)-[104)でもナポリ啓蒙関係の研究文献を若干指示しておい
たので，本稿では極力それらとの重複を避けるように努めた.別稿の参照も庶幾う次第で
ある.

2) 本文中の[1)-[194)については巻末参考文献一覧参照.
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て党ず，思想史的局面の推移に即しつつ近代ナポリ王国史の段階区分に関説しておこ

う。

(1)南イタリアの近代思想史の出発点を求めるとすれば，やはりルネサンス期の人文

主義にまで遡る必要がある。但し，南イタリアの諸都市国家のそれがマキアヴzッリ

に集約されるように「市民的」であった (CivicHumanism)のと対比的に， r宮廷的」
な性格を濃厚に帯びていた。 15世紀のアラゴン王朝時代の「黄金期」ナポリ王国の人

文主義者たちに関する最近の研究[8)は，これを「封建的人文主義J(Feudal Human. 

ism)なる概念で捉えようとしたものである。

(2)南イタリアのルネサンスにはまた，サレルノ大学医学部の創立に端を発して，プ

ルーノ GiordanoBRUNO (1548ー1600)やカムパネッラ TommasoCAMPA. 

NELLA (1568-1639)に代表される独特な自然哲学一ーガリレオとの比較が問題と

なるーーの伝統が脈打っていた。その延長線上にやがて出現するのが17世紀中葉の

「探求者たちのアカデミーJ(Accademia degli Investiganti)である。 [9)は，こ

の方面に関する我が国で最初の本格的な研究である。

(3)1224年に皇帝フリードリッヒ 2世によって設立されたナポリ大学は，元来が神聖

ローマ帝国の官吏養成機関であった。 16世紀初頭以降南イタリアの地が「副王国」

(Viceregno)としてハプスプルグ=スペイン帝国の版図に編入された後も，その出

身者は帝国の地方統治の枢軸を担う所謂「市民層J(ceto ci vile)として，在来の封

建領主層と社会経済的な基盤においては癒着・混交しつつも，政治・イデオロギー的

には相対的に独立した立場を保持して，国制史上「法服貴族の共和国J(Respublica 

dei Togati)とも称し得る事態を招来せしめた。彼らの最先進部分によって唱導され

たのが所謂「司法権主義J(giurisdizionalismo)である。これは直接的にはナポリ王

国への宗主権を主張するローマ教皇庁に対する政教分離の要求から出発して反教権的

な国権優位論へと至るものであるが，その総帥F.ダンドレーア FrancescoD'AN. 

DREA (1625-1698)に見られるがごとく，大陸における近代自然法思想の公法的

展開の典型ともいえる側面を有している。 [10)が， このナポリ法学派研究のための

基礎的視角と豊富な書誌を提供している。尚， 17世紀南イタリア史の近年の研究動向

に関しては， (11)が詳しく紹介している。

(4)スベイ γ継承戦争とともに閉幕した18世紀の前半は，南イタリアにとっても激動

の時代であった。 1701年にスペイン王位を獲得したプルポγ家に服属したナポリ王国

は， 1707年にはオーストリア=ハプスプルグ帝国の領有に帰した。 1734年，ポーラン

ド継承戦争の混乱に乗じてスペイン=プルポン家出身の幼玉カルロを推載して宿願の

独立を達成すると漸く相対的な安定期が訪れるが，その下で40年代に着手された諸改

革にしてもオーストリア継承戦争の最中の国際情勢によって大いに制約を受ける結果
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となった。だが，この時期にはアルプス以北から続々と到来するニュートンやロック

を始めとする新思想の賛否をめぐる議論が沸騰して，ナポリの思想界はかつてない活

況を呈した。そしてまた，既にオーストリア支配下においても英仏経済学の間接・部

分的な影響を受けた重商主義的政策の試みが見られたのである。このナポリ「初期啓

蒙J(Pre-illuminismo)の世界に関しては，筆者は現在ヴィーコ GiambattistaVICO 

(1668-1744)と並ぶ当時の代表的な思想家ジャンノーネ PietroGIANNONE (1676 

-1748)を主題とする別稿を準備中であるので，文献紹介もその機会に譲りたい。こ

こでは必読文献として (12)及び (13)を，またアγソロジーとして (14)を挙げる

にとどめたい。 (14)には， ナポリの思想家としては， リッカルディ Alessandro

RICCARDI (1660-1726)， C.グリマルディ C叩tantinoGRIMALDI (1667-

1750)，ドーリア PaoloMattia DORIA (1668-1744)，プロ yジャ CarloAntonio 

BROGGIA (169ふー1767)の著作が抄録されている。

(5) r初期啓蒙」の社会思想が未だ法学的な思惟を基調としていたのに対し， 18世紀

後半のそれは英仏経済学の全面的な受容と展開を特色とする。世界最初の経済学講座

として1754年にナポリ大学に新設された「商業と機械学」の講座へのジェノヴェージ

Antonio GENOVESI (1713-1769)の就任は，これを象徴する歴史的事件であった。

彼とその弟子たちによって展開された「ナポリ啓蒙改革運動」こそが次節以下の主た

る対象である。

(6)しかし，こうして始まったナポリ啓蒙の前途には多大の困難が待ち受けていた。

1764年の「大飢僅」は王国の経済構造の脆弱性を瞭然と示すものであった。それ以後

本格化した啓蒙思想家たもの政府機構への参画も，旧来の政治的支配層の頑強な抵抗

に遺って，改革は容易に進捗しなかった。とかくするうちに1789年フランス革命が勃

発すると，それ以前の70年代辺りから南イタリアの各地に組織されていたフリーメー

ソン系結社を媒体として共和主義思想の醸成を見るに至った。経済的な漸進的改革主

義(国民経済論〉は，政治的な急進的革命主義(国民主権論〉によって内部からも侵

食されていった。従って， 18世紀最後の10年聞はナポリ啓蒙の解体期であり rジャ
コパン主義J(giacobinismo)の段階でもある。この間の消息については， さしあた

り(15)を参照されたい。

(7)この南イタリア・ジャコバン派の政治的力量が問われたのが， 1799年の「バルテ

ノベア共和国J(ナポリ革命〉であった。それが僅か半年にして潰えると，王政復古反

動の時い時代を迎え，彼らの大部分は，処刑されるか，或いは亡命か転向かの選択を

追られた。 1806-15年の10年間のフランスの軍事的占領期 (dicenniofrancese)はナ

ポリ啓蒙の部分的な復活ともいえる側面を有している。だが，そのとき政治経済学は.

不徹底ながらも一一劫ってそれゆえに一一封建制の廃止によって地主的経営の基盤
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を固め，名望家支配的な君主政下で政治参加を保証された，所謂「南部型農業プル

ジョワジーJCborghesia agraria meridionale)の覇権掌握に伴い，かつての批判的

理論から体制的科学へと機能転化を遂げていたのであった。この時期主流を占めるの

は，政治的には「穏健派JCmoderati)に属するテクノクラートたちであり， 1806年

に設立された「ナポリ王立自然科学奨励協会J (後出(63)，(64)参照〉が彼らの最大

の拠点となった。やがて1820-21年の革命以降になると，南イタリアでも「炭焼党」

CCarboneria)を始めとする「民主派J(democratici)の活動が盛んになるが，これ

は寧ろイタリア統一 (Risorgimento)の直接の前史に属するといえよう。

2.ナポリ瞥蒙(及び18世紀イタリア史〉に関する一般的著作:通史・書誌・辞典・

史料集

18世紀ナポリ王国史については， (16)が， 小著ながら最近の研究動向を吸収して

論点を手際よく整理している上，巻末にかなり詳細な年表とピプリオを備えていて必

携の文献である。 18世紀イタリア史の全体に関してこれに相当するのが， (17)であ

り， 60.頁余りのピプリオが極めて貴重である。同書には英訳 (ltalyin the Age 01 

Reason 1685-1789. London， Macmi1lan， 1987.)もあるが，ピプリオが省略されて

いるのが残念である。尚 18世紀イタリア史研究の近年の動向を窺うには， (18)も

有益である。

近代ナポリ王国史の通史としては， (19)が最新の成果であり， 15()(洋から1860年

までの時期をフォローしている。全時代にわたる通史としては，本来はナポリ市史で

あるが， (20)が不動の位置を占めている。また，イタリア史の全体に関しては， (21) 

が出発点に据えられるべきである。これには補巻ともいうべき Storiad'Italia. 

Annaliがテーマ毎に編集されて1978年以降刊行されており， その構成を一瞥するだ

けでも現代イタリア歴史学の関心が奈辺に存するかが掴めるであろう。参考までに，

既刊の各巻のテーマを次に掲げる。 r封建制から資本主義へJ r写真でみた1845~

1945年J r文化および社会のなかの科学と技術J r知識人と権力J r.農村景観J r自
然経済と貨幣経済J r病気と医学J r居住形態と地域J r教会と政治権力」。

さて，イタリア啓蒙全般に関しては，どうしてもここでフランコ・ヴェ γ トゥーリ

の名を逸することはできない。現在もなお刊行中(既刊6冊〉のその主著 (22)は，

イタリア史の枠を準かに超えた18世紀ヨーロッバ研究の金字塔としても燦然と輝いて

いる。ヴzントゥーリの膨大な著作目録は， トレヴエリアン講義の邦訳 (23)の巻末

にも付けられているが，最近では献呈論文集 (24)の巻頭のものがある。

ナポリ啓蒙に関する大きな通史は未だ書かれていない一一近刊の予告されている

(22)の第5巻第3分冊がそれに近いものとなろうーーが，その概略を知るには， (25) 
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と (26)が参考になろう。 (25)は英訳論文集 (27)にも収録されている。

近代イタリア史研究のための書誌としては，先ず二次文献については (28)があり

18世紀にも若干言及されている。 (29)は一次史料も含む個人文庫の目録であるが18

世紀関係は少ない。ナポリ王国史に関しては，全時代にわたるものであるが， (30)が

重要である。尚，我が国におけるイタリア近現代史 (17世紀以降)関係の文献の所在

は， (31)によって検索できる。同書は近く改訂増補版が刊行される予定である。

一次史料に関しては， (32)があるが， これはイタリア各地の国立文書館系列の公

文書館に限られている上，それらの所蔵する文書の概要を記しただけで，Pubblica-

%Ioni degli Archivi di Statoとして実際に目録化されている史料は全体のごく一

部に過ぎない。南イタリアにおいては特に史料整理の立ち遅れは深刻であり，その現

状と問題点については， (33)を一読されたい。

次に辞典類に移ろう。イタリアの人名辞典としては (34)が，参考文献の指示も充

実して非常に完成度の高いものとなっているが， 31巻目にして漸く“D"の項目に入

ったところである。その欠を補うためには， ナポリ王国に関しては随時 (35)~(38)

等にあたってみる必要がある。また，地名辞典一一乃至地方史研究の書誌ーーとして

は， (39) 及び (40) が役立つことが多い。 (35)~(40) は Bologna の Forni 社から

復刻されている。また，地域研究のためには (41]を始めとするラテルツァ社の都市

史研究のシリーズ Lecitta nella storia d'Italiaも有益である。現在までに旧ナポ

リ王国の都市としては， Bari， Lecce， Capua， Avellino， L'Aquila， Catanzaro， 

Crotoneが刊行されている。

ナポリ啓蒙の原典のアンソロジーとしては，徹密な文献学的考証を踏まえた (42)

が常に座右に置かれなくてはならない。 これには， ジェノヴェージを始めとして，

ロンガーノ FrancescoLONGANO (1729-1796)， D.グリマルディ Domenico

GRIMALDI (1735-1805)， F.グリマルディ FrancescantonioGRIMALDI (1741 

-1784)， フイランジ zーリ Gaetano FILANGIERI (1753-1788)， パガーノ

Francesco Mario PAGANO (1748-1799)，ガランティ GiuseppeMaria GALAN-

TI (1743-1806)，パルミエーリ GiuseppePALMIERI (1721-1793)，デルフィコ

Melchiorre DELFICO (1744-1835) らの代表的なナポリ啓蒙思想家の著作が抄録

されている。他に， 近代ナポリ王国史に関する史料集としては (43)，または18世紀

イタリア史全般については (44)と(45)が参考になろう。 (44)と(45)は“Documenti

della storia"と題された史料集のシリーズに含まれている。尚， ナポリ革命に関す

る一次史料集としては (46)がある。

ここで経済学史関係のト pールをまとめて掲げておこう。先ず，イタリア経済学文

献の書誌としては (47)が極めて質の高いものであるが，南イタリア関連では蔵書構
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成そのものが不十分と言わざるをえない。 (48)や (49)になると， イタリア以外の

文献まで対象としているので尚更である。また，イタリア経済学古典の集成としては，

周知のとおり (50)が存在し，南イタリア出身ではプロッジャ，ガリア-.::.，ジ zノ

ヴェージ， F.プリガンティ FilippoBRIGANTI (1724-1804)， フイランジェー

リ，パルミエーム デルフィコ， カンタルーポ DomenicoDI GENNARO， duca 

di CANTALUPO (1730-1803)，カラッチョロ DomenicoCARACCIOLO (1715 

-1789)らの著作が収録されているが，そのテキストは今日では文献学的にみて問題

が多い。図書館等での蒐集方針としては寧ろ (42)の解題や注を参照しつつそこに収

録された文献の原典を求めるほうが適切であろう。

南イタリアの経済学史の通史としては，未だに (51)及び (52)を質量ともに超え

る書は現れていない。 イタリア全体については， (53)-(55)などが標準的であり，

最近では印刷-(58)などが刊行されている。 (58)は「経済学の制度化」の国際プ

ロジェクトの一環として編まれたものである。大学での講座と並んで制度化のもうひ

とつの支柱たる学会組織(アカデミー〉に関しては，古くは (59)があり，近年では

(60)の問題提起をうける形で，経済学に限らず農学や土木工学を始めとする自然科

学系の様々な学会も対象としてイタリア各地で研究が進められている。ナポ日王国に

関しては， (61)の先駆的な調査があり， (62)-(65)などが続いている。後出の(176)

や (181)も一面ではこの系列に属している。尚，特に農学に関していえば，イタリア

全体については (66)，南イタリアについては(67)が書誌として現在でも参考になる。

「思想の社会史J，すなわちその具体的な存在形態ということでは， 出版の問題も

重要である。この方面では (68)が基本的な書誌を提供している。最近の研究動向に

関しては (69)を参照されたい。

以上の他に，経済学を中核とするナポリ啓蒙が如何なる社会経済的現実の中で展開

されたかを知る上では， それぞれ主題的にはやや特殊ながらも， (70)-(81)などの

研究も有益な書誌的情報を多数含んでいる。 (74)と (76)は18世紀後半の「反封建

制論争」に関するもの。 (71)と (78) と (79)はスペインのメスタと類似した玉領

地での羊の移動放牧を統括する「フ泳ツジャ関税局」とその改革を巡る論争を扱った

もの。 (75)は森林問題に関する論議。 (77)はリスボン大地震と並ぶ18世紀の2大災

害であった1783年のカラープリア大地震が同時代人に及ぼした社会的・文化的影響を

追求したもの。 (81)は啓裁思想と民衆文化の接点を考察したものである。尚，南イ

タリアの社会経済史研究に関しては枚挙に遣ないが，さしあたり現時点での総括と今

後の展望を窺わせるものとして， (82)-(85)を指摘するに留めよう。

さて，冒頭でも述べたように，ナポリ啓蒙の展開にとって外来文化の受容の問題は

非常に大きな意味を持っている。そこで最後に主として英仏の思想家たちのイタリア
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における反響を扱った研究を挙げておこう。 (86)-(99)等が書誌的情報を含むもの

として役立つであろう。一方，イタリア啓蒙が他国でどのような反響を呼んだかとい

う点については研究はまだ遅れている。ヴェント pーリの一連の研究を別とすれば，

南米植民地の独立運動へのナポリ啓蒙の影響を検討した (100)やドイツにおけるヴィ

}コとフイランジェーリの受容史を辿った後出 (142)などが目につく程度である。こ

の分野に関してはさしあたり (101)が出発点に据えられるべきであろう。

3.ナポリ啓蒙思想家たちに関する個別研究

ナポリ啓蒙の始祖アYトニオ・ジェノヴェージについては，拙稿 (102)-(104)で

文献紹介も加えておいたので参照願いたい。これらを執筆した段階では未見であった

文献として， (105)と(106)を追補しておく。

18世紀ナポリ史上最大の政治家として啓蒙改革運動の帰趨に多大の影響を及ぼした

摂政ベルナルド・タヌッチ (1698-1783)については拙稿(104)でも言及しておいた

が，全書簡集(107)の完結が待たれるところである。研究書としてはさしあたり(108)

と(1ω〕が基本であろう。

1751年刊の「貨幣論』によって経済学史上に異彩を放っフェルディナンド・ガリア

ーユについては， (110)が既に定本的なテキストとして存在している。その多才な活

動の概観は， (111)-(113)等によって捕捉できょう。わが菌でも， (114)-(116)等

の研究が進められている。

ナポリ王国の事実上の蔵相として18世紀末の財政改革に取り組んだジュゼッベ・バ

ノレミエーリについてもやはり拙稿(104)で簡単に触れておいたが，詳しくは前出(70)

の当該章の他， (117)-(120)等を参照されたい。尚， パルミエーリの出身地である

Lecceを中心とするサレント半島の啓蒙思想家たちのアyソロジーとして (121)があ

り， T.プリガγティ TommasoBRIGANTI (1691-1762)， F.プFガンティ，プ

レスタ GiovanniPRESTA (1720-1797)，モスケヲティーニ CosimoMOSCHET-

TINI (1747-1820)，ガリャルディ GiovanBattista GAGLIARDI (1758-1823)， 

パルミエーリ， アンドリーア NicolaANDRIA (1748-1814)，アノレディーティ

Michele ARDITI (1746-1838)， アストーレ FrancescoAntonio ASTORE 

(1742-1799)，ファルコニエーリ IgnazioFALCONIERI (1755-1799)，マノレージ

Giovan Leonardo MARUGJ (1753-1836)， ミリツィaーア FrancescoMILIZIA 

(1725-1798)らの著作が抄録されている。ナポリ啓蒙の地域的な展開を知る上てそ貴

重な書物である。ちなみに同書でも重要な位置を占めているフィリッポ・プリガγテ

ィについては (122)が詳しい。また，その父トンマーゾ・プリガンティの主著『修道

院領没収論J(1717年〉は， (123)として復刻されている。
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18世紀南イタリアの開明的貴族の代表ともいえる経済学者・農業改良家セミナーラ

侯爵ドメニコ・グリマルディについては. (124)と(125)がまとまった研究としてあ

る。 (125)には彼の「南カラープリア農業経済論j (1770年)の復刻も収められてい

る。その弟フランチェスコ・グリマルディは，ルソーを批判した「人間不平等論』

(1779-80年〉で特異な社会思想家として注目されているが，研究は殆ど進んでいな

い。 (126)が.18世紀南イタリアの歴史叙述を論じる中で彼のいま一つの主著『ナポ

リ王国年代記j(1781-83年〕に比較的多くの頁をあてている程度である。

1. F. ムロンの『商業論Jの評注付イタリア語訳(1778年〉を刊行し，ジェノヴ
ェージの経済学講座の有力な後継者とも目されていたフランチェスコ・ロンガーノに

関する研究も乏しい。 (127)が唯一のまとまった文献のようである。

ゾェノヴェージ及びその弟子の第一世代が活躍した18世紀の50~60年代から次に掲

げる彼の若い弟子の世代による政府機構への参画が本格化する80年代以降にかけての

時期は一種の端境期のような印象を与えるが，決してそうではない。この時期の南イ

タリアの経済思想の研究は相対的に遅れているが，少なくとも (128)~(132) のよう

な文献が参照されるべきである。 (129)は「最高商務法院長」であったジョヴァン

ニ・パッティスタ・マリーア・ヤンヌッチ (1698-1770)の膨大な未刊手稿『ナポリ

王国商業経済論」の復刻で.5J1j冊として伝記的研究が付けられている。 (130)は歴史

家でもあったミケーレ・デ・ヨーリオ (1738-1806)が編纂した海事法典の校訂版で，

商業自由論としても看過できない。

「立法の科学j(1780-91年〉で全ヨーロッバ的な名声を博したガエターノ・フイ

ランジ zーリについては，先ずその主著の新版として (133)があることを紹介してお

こう。パンジャマン・コンスタンの「評注』も収録されていて.18世紀の啓蒙改革思

想と19世紀の自由主義との連続と断絶を見る上で興味深いが，完壁な校訂版とは言い

難い。他に時論的小著の復刻としては (134)があり. Raffaele Ajelloの解題が有益

である。研究文献としては比較的新しいところで. (135)~(142) 及び後出 (162) 等

を挙げておこう。

ナポリ啓蒙の記念碑的著作ともいうべきジュゼッベ・マリーア・ガランティの「両

シチリア王国誌j (1786-90年〕は既に校訂版(143)が刊行されており， これ以外に

も (144)~(146) 等の著作が復刻され，また未刊の自伝草稿(147) も翻刻されていたが，

特命の「王国視察官」として南イタリアの各地方について書き残した調査記録を始め

とする膨大な未刊手稿も含む待望の『全集j Opere di Giuseppe Maria Gal仰 ti

の刊行が遂に開始された。既刊分は2冊. (148)と(149)である。 (148)は先に試作

された (150)の増補版. (149)は(145)の校訂版である。研究文献としては，基本書

たる (151)の他に. (152)~(158) 等を挙げておこう。 (156) は全集刊行を記念したシ
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γポジウムの報告集， (157)もその周辺に関わる学術情報である。

1799年のナポリ革命に際して共和政府の立法部の中心となったフランチェスコ・マ

リオ・パガーノについても，現在ジ且ノヴェージの『経済学著作集』を刊行中のナポ

リの Istitu士oItaliano per gli Studi Filosoficiで全集が計画されている模様である。

(159)はその編者による講演記録。 (160)は詳細な書誌のついた伝記的研究。その他

(161)や (162)も参考になる。

南イタリア・ジャコバン派の最左翼に位置し，共和政府崩嬢後パガーノ同様に処刑

されたヴインチ z ンツォ・ルッソ (1770-1799) に関しては(163)~(165) 等が代表

的な研究である。

H799年ナポリ草命史論.!I(初版1801年，第2脹1806年〉の著者ヴインチェンツォ・

グォーコ (1770-1823)については， Pasquale Villaniの解題付の同書の校訂版が

(166)として刊行されている他，今日では入手困難な部類に属するが， (I67)と(168)

が Scrittorid'Italia叢書に含まれている。研究としては， (169)~(173) 等がある。

経済的自由主義の旗手として長期に亙る活動を展開したメルキオッレ・デルフィコ

については，既に全集(174)も編まれているが，多くの未刊手稿が残されており，最

近その蔵書目録も含む(175)が出版された。 (176)も膨大な一次史料を駆使した研究

である。(177)は書誌的に重要な研究であるが，全集同様で現在では入手が難しい。

他には(178)のような研究も現れている。

南イタリアにおけるスミス， リカードウらのイギリス古典派経済学の普及の中心人

物となったカニャッツイ Lucade Samuele CAGNAZZI (1764-1852)について

は，その主著 rプーリア王国人口論』が (179)として復刻されているほか，その自

伝草稿も(180)として出版されている。 (181)や (182)のような研究も行われている。

最後にフランス革命期からウィーン体制期にかけて活躍したその他の思想家たちに

ついての文献を纏めて紹介しておこう。ジャコバン派関係では. (183)~(191) 等が

重要であろう。 (183)はエレオノーラ・デ・フ定ンセカ・ピメンテル Eleonorade 

FONSECA PIMENTEL (1752-1799)が編集したナポリ革命政府の広報紙の校訂

版で，人名検索等にも便利である。 (184)は時の内務相ルイージ・デ・メディチ(1759

-1830)までが嫌疑を受けた1794年の「ジャコバン派の陰謀事件」に関するもの。

(188)はジャンセニズムからジャコパン主義に傾斜していったジュゼッベ・チ且スタ

ーリ GiuseppeCESTARI (1751-1799)とジェンナーロ・チェスターリ Gennaro

CEST ARI (1753-1814)兄弟の研究が中心。 (189)はポテンツァのジャコパン派の

司教として名高いアンドレーア・セッラオ (1731-1799)の伝記的研究。 (190)は亡

命先のパリでナポリ事情の紹介に筆を揮ったフランチェスコ・サグェリオ・サルフィ

(1759-1832)に関するシンポジウムの記録である。 r穏健派」関係では， (192)~ 

- 21ー



(194)等がある。 (192)は南イタリアのフリーメーソ γの中心的人物でフイランジェ

ーリの弟子として出発し，やがて王政復古期に首相となったドナート・トンマージ

(1761-1831)の一種の転向を描いたもの。 (193)と(194)は開明的な官僚(内務

相〉として激動の時代を生き故いたジュゼッベ・ツルロ (1759-1828)に関する研究

である。 (1989年1月末日〉
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[付記〕

本稿脱稿後，キエーティ大学の MassimoM. Augello教授の御教示により，イタ

リアにおける近年の経済学史研究の文献目録として， Donati， Carla.“14 anni di 

storiografia sul pensiero economico : 1971ー 1984ヘStoriadel pensiero economico. 
Bolletino di iザormazione，14 (1986).があることを知った。 ここに記して同教授

の御好意に感謝したい。尚，イタリアでは，この Storiadel pensiero economico 

誌〈フィレンツェ大学経済学部編〉の他にも，経済学史の専門誌として Qnaderni

di storia dell'economia politica 詑;iJ~ ミラノの Franco Angeli書底から1983年以

来毎年3号ずつ刊行されており，その動向が大いに注目される。
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